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苦瀬 博仁
KUSE Hirohito

東京海洋大学教授

日本の経済力を維持するための

「物流システム」が1道路行政の重

要|テニマになっている。経済が急成
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1951年、東京都生まれ。早稲田大学理工学部

土木工学科卒業。同大学院博士課程修了後、

日本国土開発に入社。東京商船大学(現・東

京海洋大学)助教授、同教授を経て、2003年

から現職。海洋工学部流通情報工学科長を

務める。専門は物流システム。
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―

も十分とれていなかったことが、こうした形で表れてい

るのかもしれませんね。

一― 港湾や空港とのアクセスが脆弱で、回り道を

しなければならないことが物流コストを押 し上げ、

国際競争力の低下を招いていると言われます。ネッ

トワークの早期整備を求める声が強く、私たちも真

摯に取 り組まなければいけないと考えています。

苦瀬 二番目の規格の問題は、日本の幹線道路のネ

ットワークが、大型化する運搬車両やコンテナにきち

んと対応できていないことです。具体的な対策として

は、国際標準コンテナ車 (フル積載時の車両総重量44

t、車高4.lm)が幹線道路を走行できるように、橋梁

の補強や架け替え、バイパスの建設などの必要があり

ます。国内の幹線物流を考える上でも、総重量が最大

25t、車高3.8mの大型 トラックが通れない区間は早急

に解消 しないといけません。

国際標準コンテナ車や大型 トラックの通行に支障

が出るという欠陥を放置すれば、重量や高さの壁に遭
´
遇するたび、荷物を積み替えるしかありません。物流

の中で一番手間と金がかかるのが、この積み替え作業

ですから、物流事業者ひいては消費者は多大な損失を

こうむることになります。これでは、物流ネットワー

クの名前には値 しませんよ。

―― ご指摘の通 り、コンテナで入 ってきた貨物

を国内で円滑に回せるかどうかが、道路行政の重

要な課題になってきました。内外の物流を支える

ため、幹線道路は重 さと高 さの規格 にしっかり対

応できるようにしないといけないと考えています。

苦瀬 二番目に挙げた道路の使い方という問題は、

効率的な物流を妨げる交通渋滞をなくすため、一定の

区間の自動車交通を、料金規制や交通規制、一種のT

DM(交 通需要マネジメント)などを駆使することに

よってコントロールすることです。

道路交通で最も効率が悪いのは、大型 トラックと乗

用車、自転車に歩行者という具合に、異なる交通モー

ドが混在している場合です。そのため、歩道や車道が

あるように、乗用車だけが通る道路や大型車だけの道

路があっても構わないはずです。むしろ、物流の観点
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きの ための駐車施設が絶対的 に不足 してい る現実

もあります。どう対処すべ きだ とお考 えですか。

苦瀬 今回の駐車違反の摘発強化の背景は理解で

きます。逃げる場所がないのに、取締 りだけが厳 しく

なったとい う点で、事業者が可哀想な面 もあります。

配達を途中で投げ出すわけにはいきませんから。

要は、荷 さばき用の施設 を大幅に増やす ことです。

つ くる場所 としては、道路上はもちろん、道路外や建

物の中も候補になります。どちらにしても、違反摘発

を進めることとセットで、駐車スペースの確保に取 り

組まないと、本当の意味で、物流の駐車問題は解決 し

ないのではないでしょうか。道路行政 としても、路上

の荷 さばき施設の整備のために知恵 を出 して もらい

たいと思います。

― 荷 さば き施設の問題 は万国共通 だと思いま

すが、外国ではどうなつてい るので しょうか。

苦瀬 多くの国に、道路上の荷 さばき施設があります

よ。イギリスの場合、貨物車や車椅子利用者のために専

用の停車スペースを設けるくらい徹底 しています。面白

いのは南米の国々で、観光バスや貨物車など、車の用途

によって停車する場所が決まっています。間違った場所

にとめると、警察に捕まってしまうこともあります。

日本にはパーキングメーターや路上駐車場はあり

ます。しか し、どの施設 も基本的に、乗用車の利用を

念頭に置いているようです。そこで提案ですが、商店

街の路上駐車施設の半分を貨物車用に割 り当てると

いうのはどうで しょうか。道路に歩行者天国がある

ように、トラック天国があって もいいですよね (笑)。

一 東京 0日本橋横 山町の繊維間屋街 では、路

上駐車施設の利用 を、朝 夕の集配時間帯 は貨物車

に、日中の時間帯 は買い物 にや つて来 る乗用車 に

振り分ける「トラックタイムプラン」を実施し、成

果を上げています。そのイメージですね。

苦瀬 そうです。トラックタイムプランは、同様の

駐車場問題に悩むほかの商店街で も始 まっているよ

うです。地域のコンセンサスが得 られれば、比較的容

易にできるのではないで しょうか。

一方、道路外の駐車施設は、土地利用計画や建物の

設計の問題に関係 します。そこで、例 えば、一定規模

以上の建築物に荷 さばき用の駐車施設の設置を、自治

体が条例で義務付けるのも一つのや り方です。条例化

している自治体が少ないこと、条例があっても駐車施

設の設置を義務付ける際の基準が甘いことなど、多く

の課題がありますが、この種の取 り組みはさらに強化

していくべきで しょう。

―― 規模の小 さな建物の場合、条例が適用 され

ないなど、限界があります。そのあたりの問題はど

う考えたらいいのでしょうか。

苦瀬 建物があれば必ず、集配される荷物が発生し

ますから、「駐車問題はうちのビルとは無関係」とい

う言い訳は通用しません。また、オフィスビルにくる

のは宅配便の トラックぐらいと思い込んでいる人が

多いようです。しかし、OA機 器や事務用品が届けば、

ビルの中のレストランや喫茶店には毎日、食材が運ば

れてきます。そのため、集配が滞ると、オフィスの業

務やテナントの店舗の商売はたちまち支障をきたし

ます。さらに、ビル周辺にとめたトラックは、アイド

リングによって環境を汚染するだけでなく、交通事故

の原因にもなります。

そこで、「原因者負担」に基づき、荷さばき用の施設を

建物の中につくる。これが、問題を解決するときの基

本的考え方だと思います。駐車施設の建設費用を出

し惜しみ、周りの道路を駐車場代わりに平然と使用し

ているビルのオーナーは、「フリーライダー」と批判さ

れても仕方ありませんね (笑)。

とはいえ、中小ビルが密集する繁華街でビルごとに

駐車施設をつくるのは無理です。結局、公共駐車場を

荷さばき用に確保するなど、現実的な対応を余儀なく

されることになりますが、その場合でも、原因者負担

の原則を見失ってはいけません。

一 規制緩和の世の中ですが、荷 さばき施設の

■荷さばき帯の設置例

・車線数を縮小 し、荷 さばきスペースを設置。

・荷 さばきスペースの利用調整 。ルールも策定。
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